
ラグビー部ニュース２００８ ｖｏｌ．７  １１．２４          
東 京 ガ ス  １５ － ５  栗田工業 

                                   
☆ 出場メンバー 

フォワード        バックス 

悪天候の中、栗田工業に完勝！！ ① 黒木(ガスター)           ⑨ 穂坂（営業第一事業部） 

 ② 掛川（都市エネ事業部）      ⑩ 今森 (首都圏西導管事業部) 

③ 小関（神奈川導管事業部）     ⑪ 野原（営業第二事業部） 平成２０年１１月２４日（祝月）秩父宮ラグビー場に於いて、「トップイーストリーグ１１」第７戦の栗田工業戦

が行われた。ここまで東京ガスは前節でリコーブラックラムズに手痛い３杯目を喫し、６戦終了し３勝３敗。トップ

リーグへ昇格する挑戦権を獲得するには残り４試合において１敗もできない状態である。本日の対戦相手はニュージ

ーランド人大型ＦＷを有する栗田工業。今シーズンはこれまで１勝４敗であるが、例年東京ガスとの対戦は僅差の勝

負となる好敵手である。厳しい試合が予想されるが、トップリーグ昇格にためには絶対に「勝利」を収めなければな

らない試合である。 

④ ヒキラ（人事部）         ⑫ 田中（営業第二事業部） 

⑤ 深沢（神奈川導管事業部）      ⑬ 中浜（営業第二事業部） 

⑥ 箱崎（首都圏西導管事業部）    ⑭ 西尾（首都圏西導管事業部） 

⑦ 東条（営業第二事業部）      ⑮ 小吹（神奈川住設営業部） 

⑧ マハー（人事部）  

    リザーブ  
＜前半＞ 悪天候の中、体を張ったプレーと⑪野原の復活トライでリード！！ ⑯ 谷山（神奈川導管事業部）   

⑰ 江黒（首都圏西導管事業部）   雨が強く振るハードコンディションの中、東京ガスのキックオフで試合が始まった。試合開始早々、怒涛に攻めたて

常に敵陣にてボールを支配する展開であるが、雨によりバックスへ思うように展開が出来ず、持ち前のランニングラグ

ビーが出来ないまま時間が経過。しかし①黒木②掛川③小関のスクラムは常に安定し栗田工業スクラムを粉砕。⑨穂坂

⑩今森のグランドコンディションに対応したゲームメイクと体を張ったフォワード陣のボールキープにより東京ガス

ペースで試合が進み、試合が動いたのが前半１１分。栗田工業陣内右２２ｍ付近マイボールラインアウトより、右へ展

開し⑩今森から⑮小吹へつなぎ、最後は０７年春に前十字靭帯断裂の大怪我から奇跡のカムバックを果たし、今日が約

２年振りの復帰戦となる⑪野原がインゴール右中央に飛び込み先制トライ。⑫田中のゴールは失敗（７－０）。 

⑱ 大屋（営業第二事業部）   → 後半 38 分より出場 

⑲ 根岸（首都圏西導管事業部） → 後半 38 分より出場 

⑳ 川村（首都圏西導管事業部） → 後半 38 分より出場 

21 速水（エネルギー企画部）       

22 バンディング（人事部） 

●トップイーストリーグ１１ 

 リコー
三菱 

重工 
セコム

ＮＴＴ 

Com 

ｻﾝﾄﾘｰ 

ﾌｰｽﾞ 

東京 

ガス 

釜石 

SWRFC 

栗田 

工業 

秋田 

ﾉｰｻﾞﾝ B

日本 

航空 

日野 

自動車

勝

点

リコー ＊ 12/27 12/21 12/13 ○70-12 ○42-14 ○31-13 ○28-11 ○71- 6 ○65-10 11/29 30

三菱重工相模原 12/27 ＊ 11/29 ○19-14 12/13 ○26-17 ●20-29 ○54-15 ○71-3 ○62-28 ○48-21 29

セコム 12/21 11/29 ＊ 12/27 ○59-0 ●16-24 ●17-22 ○41-14 12/ 7 ○43- 6 ○90- 7 21

ＮＴＴ Com 12/13 ●14-19 12/27 ＊ ○64-0 ○48-29 12/21 ○37- 3 ○27-22 ○33-22 ○81-14 31

ｻﾝﾄﾘｰﾌｰｽﾞ ●12-70 12/13 ●0-59 ●0-64 ＊ 12/27 ●24-31 11/30 ○22-13 12/20 ○17-11 10

東京ガス ●14-42 ●17-26 ○24-16 ●29-48 12/17 ＊ 12/13 ○15-5 ○58- 5 12/ 6 ○62-13 19

釜石 SWRFC ●13-31 ○29-20 ○22-17 12/21 ○31-24 12/13 ＊ 12/27 11/30 ○30-14 ○13-5 21

栗田工業 ●11-28 ●15-54 ●14-41 ● 3-37 11/30 ●5-15 12/27 ＊ ○17-8 12/14 12/20 4

秋田ﾉｰｻﾞﾝ B ● 6-71 ●3-71 12/ 7 ●22-27 ●13-22 ● 5-58 11/30 ● 8-17 ＊ ●24-44 12/28 2

日本航空 ●10-65 ●28-62 ● 6-43 ●22-33 12/20 12/ 6 ●14-30 12/14 ○44-24 ＊ ○47-15 11

日野自動車 11/29 ●21-48 ● 7-90 ●14-81 ●11-17 ●13-62 ●5-13 12/20 12/28 ●15-47 ＊ 1

その後、栗田工業もＦＷ周辺での勝負を避け、キックを多用し東京ガス陣内への攻撃を試みるが、⑥箱崎⑦東条の素早

いプレッシャーと⑪野原⑭西尾⑮小吹の冷静なキック処理により、栗田工業へのチャンスを与えない。４１分東京ガス

は敵陣１０ｍ付近ラックから⑦深沢⑧マハーの強烈な連続サイドアタックを仕掛け栗田工業は、たまらずにペナルティ

ー。⑫田中が、足場も悪く水を吸った重いボールにもかかわらず約４０ｍのペナルティーゴールを決め、（８－０）で

前半を終了。 

 
＜後半＞ 高い集中力と冷静な判断で相手にゲームをさせない試合運び 
ハーフタイムのロッカールームでは、前半圧倒的にボールを支配するも時折発生したハンドリングミスに対し⑨穂坂

主将から「ミスをなくし、確実にボールをキープし、チャンスを確実に生かせ！」との指示や、⑦東条から「もっと体

を張ってボールをキープしよう！」と激が飛ぶなど、ハードコンディションの中でも東京ガスフィフティーンのゲーム

に対する集中力が下がる気配はない。後半も前半から降り続く雨は強くなり、両チームとも更にボールを動かしづらい

展開で試合が進む。前半同様、東京ガスペースで試合が進む中、栗田工業も意地を見せ果敢にキック／サイドアタック

攻撃を仕掛けるも⑦東条⑤深沢の体を張ったディフェンスや②掛川の猛烈なキックチャージにより栗田工業にチャン

スを与えない。１９分は相手のキックを⑧マハーがチャージし、すばやく展開し⑩今森の好判断でインゴールへキック

パスし、⑫田中がインゴールに飛び込みボールを抑えトライ。⑫田中のゴールも決まり（１５－０）。その後、栗田工

業からはラフプレーによるシンビン退場者が２名も出るが、東京ガスは冷静な試合運びでボールを支配。試合終了間際

４２分にトライを許す（１５－５）も、最後まで集中力の切れない試合運びで１５－５でノーサイド。 

＊勝ち点 …４点(勝ち)  ２点(引き分け)  ０点(負け)                                      

＊ボーナス点…負けて７点差以内ならば、勝ち点 1追加。勝敗に関係なく４トライ以上獲得したチームに、勝ち点１追加 

 

☆第７戦１２月６日（土）対 ＪＡＬウィング １２：００キックオフ 場所：秩父宮ラグビー場  

皆さんの熱い視線、声援が選手の未知なる力を発揮させます。 点差こそ僅差ではあるが、圧倒的なボール支配と高い集中力により「完勝」であった。 

是非、グランドで選手たちの勇姿に熱い応援をよろしくお願いします。 残り３試合も楽な相手ではないが、今日の試合で見せた冷静で激しいプレーで必ず勝利を収めてほしい。 

 


